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2 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 専門 選択必修 １年 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 専門 選択必修 ２年 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース 専門 選択 ２年 

日韓朝関係論 吉澤 文寿 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 × × × 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 × × × 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース × × × 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース × × × 

授業目的 
この講義は「日本史（近現代）」および「韓国朝鮮史概説」の内容をふまえて、植民地支配と南北分断の問題をテーマとして、おもに 1945年から現
在までの日本と南北朝鮮との関係を考察することにより、朝鮮現代史および日朝関係史を連関させて理解することを目指す。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 講義の概要、レポート作成および参考文献案内 
【前・後】 伝達事項の確認（予習・復習各 2 時間） 

【授】 １９７０・８０年代の日本と南北朝鮮～経済と人権の問題を中心に 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第２回 第１０回 
【授】 問題の所在（１）…植民地支配をどのように問うのか 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 在日朝鮮人と日本社会～１９７０・８０年代を中心に 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第３回 第１１回 
【授】 問題の所在（２－１）…朝鮮の「解放」、そして分断体制の成立と日本 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 脱冷戦と南北対話の進展（１９８７年～現在） 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第４回 第１２回 
【授】 問題の所在（２－２）…朝鮮戦争、そして日本との関係について 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 日韓関係における「過去清算」問題 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第５回 第１３回 
【授】 問題の所在（３）…在日朝鮮人の形成（１９４５～１９５２年） 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 日朝国交正常化交渉 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第６回 第１４回 
【授】 在日朝鮮人帰国事業～１９５０年代の日朝関係 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 脱冷戦期の在日朝鮮人と日本社会 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第７回 第１５回 
【授】 日韓国交正常化（１９６５年） 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 まとめ…現在の日本と南北朝鮮との関係と私たちの課題 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

第８回 第１６回 
【授】 米中和解と南北対話の開始～南北共同声明（１９７２年）をめぐる展開を中心に 
【前・後】 書籍等で関連部分の予習／復習（予習・復習各 2 時間） 

【授】 定期試験（レポート提出） 
【前・後】 レポート作成（予習・復習各 2 時間） 

成績評価方法 
期末レポート（70％）および講義ごとに配布するコメントカードおよび講義代替レポート（30％）により成績評価を行う。 
コメントカードは授業中に公表し、講評を加える。 
上記１５回の講義のうち、１回分を課題レポートに代替する。詳細は授業中に指示する。 

教科書・参考書 
教科書は使用しない。講義時にレジュメを配布する。 

受講に当たっての留意事項 
本講義を理解する上で、「日本史（近現代）」および「韓国朝鮮史概説」を履修しておくことが望ましい。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  × 
学習到達目標 

受講者が日本と南北朝鮮との関係の概要を習得したうえで、１）みずからの関心に即してテーマを設定し、２）そのテーマに即した文献および資料
を収集および分析し、３）一定の結論に到達できることを目指す。 
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【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習
 


